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交流試合に向けての学年壮行会

７月９日（木）の５，６校時，本校体育館にて，来週から順次行われる水戸市交流試
合に向けての壮行会を実施しました。例年ならば，生徒会の企画・運営により，全学年
参加による壮行会が行われます。１，２年生にも参加してほしいという思いもありまし
たが，密集を避けるということもあり，今回は３年生の学年行事として壮行会を行いま
した。それぞれの部活動の代表が試合に向けての決意を力強く発表することができまし
た。当日は悔いのない試合内容になるように支援していきます。

【中学生のころ（第１０回）】
第１学年３組担任 大谷 拓也

春の遠足ディズニーシー。おもてなしを学びに行くことから私の中学校生活は
始まった。学級委員や部長，生徒会長などやりたいこと全てに挑戦し，３年生で
の修学旅行はＵＳＪを含めた関西旅行で充実した三年間であった。ただ一つのこ
とを除いて。それは高校受験である。中学二年生の頃から憧れていた高校があっ
たが，結局その高校を受験することはなかった。受験に向けて勉強はしたが，受
ける勇気と自信がなかった。未だに後悔が残っている。

第２学年２組担任 岡田 裟祐里
自分の中学生の頃はどうだったか？と思い出すと，授業ではやっぱり社会が好

きで，先生の話を聞きつつ自分で勝手に資料集を読み込んでいました。テスト前
になると友達と問題を出し合ったりもしました。
あとはとにかく剣道をしていました。部活以外にも地元の道場で週３回（水・

金・土曜）夜９時まで稽古があり，ほぼ毎週日曜日には県内外での大会に参加す
るという日々を送っていました。そのときの対戦相手が奇遇にも高校で同級生に
なるなど，大変でしたが良い出会いとなったと感じています。
そして１番印象深いのは，３月９日に卒業し，１０日に高校の合格発表，楽し

い春休みと思ったら大地震が起きたことです。本当に人生何があるか分かりませ
んね。


